
全体総括

139.53

①経常収支比率：前年度と比較して7.43ポイント増加し、経
常収支比率は100％を上回った。この増加の主な要因は、
前年度の施設整備事業に伴い計上した資産減耗費が減少
したことである。物価高騰の影響等を考慮しつつ、今後の
事業運営の動向を注視したい。
②累積欠損金比率：平成29年度に料金改定を行って以
降、累積欠損金は発生していない。
③流動比率：未払金の大幅な減少により、前年度に比べ
0.78ポイント増加した。比率は100％を超えているため、短
期的な債務に対する支払い能力は備えている。
④企業債残高対給水収益比率：類似団体平均及び全国
平均に比べ高い水準である。また、前年度と比較し10.87ポ
イント減少した。この減少の主な要因は、企業債残高の減
少したことである。
⑤料金回収率：前年度と比較して9.87ポイント増加したが、
依然として100%を下回っている状況である。給水人口の減
少などに伴う年間有収水量及び給水収益の減少も副因とし
てある。引き続き維持管理経費の削減に努めていく必要が
ある。
⑥給水原価：前年度と比較して17.96円減少した。この減少
の主な要因は、前年度の施設整備事業に伴い計上した資
産減耗費が減少したことで総費用が減少したことである。
引き続き維持管理経費の削減に努めていく必要がある。
⑦施設利用率：前年度と比較して0.68ポイント増加した。当
該値は類似団体平均及び全国平均を上回っており、事業
規模に見合った運用ができている。
⑧有収率：令和4年度の浄水場改修により、配水流量計が
更新されたことに伴い、正確に流量が把握できたことから、
令和5年度から有収率の分母を構成する年間配水量が増
加している。前年度に比べ0.34ポイント減少した。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率：類似団体平均及び全
国平均は下回っている。これは、老朽管や経年施設
の更新を計画的に行っているためである。
②管路経年化率：年々比率は増加しているもの
の、類似団体平均及び全国平均よりは下回ってい
る。これは、老朽管や施設の更新を計画的に行って
いるためである。
③管路更新率：※R4の当該値は0.78が正しい数
値。
類似団体平均値と同水準である。令和3年度以降、
計画的に重要給水施設配水管の更新を進めている。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) － 類似団体平均値（平均値）

本市の水道事業は、令和6年度決算において約9,018
万円の純利益を計上した。前年度の一時的な資産減
耗費の計上による純損失から回復したものの物価高
騰の影響もあり、経営状況は依然予断を許さない状
況である。今後も引き続き効率的・効果的な事業運
営及び運営基盤の強化を図っていく必要がある。
　施設の老朽化については、経営戦略（令和4年3月
改定）に基づき事業を執行していくとともに、投
資・財政計画について毎年度進捗管理を行い、計画
と実績の乖離が著しい場合には、その原因を分析し
て対策を講じ、経営健全化及び経営基盤の強化を
図っていくこととする。

990.15 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 68.11 98.29 2,838 138,155

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

140,809 138.37 1,017.63 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県　深谷市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
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50.00

52.00

54.00
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平均値 49.62 50.50 51.28 51.95 52.55
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5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 7.81 7.87 7.91 7.95 7.99

平均値 19.51 21.19 22.64 24.49 25.85

①経常収支比率(％)
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R02 R03 R04 R05 R06
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R02 R03 R04 R05 R06

当該値 464.48 418.37 519.57 477.34 466.47

平均値 239.18 236.29 238.77 218.57 222.45

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 90.78 99.63 88.31 86.13 96.00

平均値 101.89 104.33 98.85 101.78 100.33

140.00

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

185.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 153.39 153.80 162.76 178.20 160.24

平均値 156.32 157.40 162.61 163.94 169.31
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82.00
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90.00

92.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 87.80 87.90 88.03 81.96 81.62

平均値 89.35 89.70 89.24 88.71 88.32

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【107.26】 【1.61】 【239.69】 【264.86】

【89.21】【60.21】【181.66】【97.59】

【52.41】 【26.78】 【0.59】



①有形固定資産減価償却率:令和3年度の数値は決算状
況調査の報告誤りによるもの。正しくは「44.34％」
である。この指標は下水道事業が保有する有形固定資
産の減価償却がどれだけ進んでいるかを示すものであ
り、類似団体平均値を上回っていることから、類似団
体よりも資産の老朽化が進んでいることが分かる。公
共下水道事業は整備段階の事業であること、また、2
つの処理場を有し、耐用年数が短い機械設備が多いこ
とから減価償却費がかさむ傾向にある。
②管渠老朽化率:法定耐用年数を経過した管はないた
め、管渠老朽化率は0.00%となっている。
③管渠改善率:法定耐用年数を経過した管はないた
め、管渠改善率は0.00%となっている。

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和6年度決算は、前年度に引き続き当期純利益を
計上した。平成27、30年度及び令和2年度に実施した
使用料改定により、長年繰り入れていた赤字補てんと
しての基準外繰入は平成30年度に解消されている。ま
た、人件費や動力費などの費用の増加があったため、
経常収支比率は前年度から微減したが、経費回収率は
前年度と同様に100％となった。今後も安定した経営
を進めていくためにも水洗化率向上の取組を進め、使
用料収入の増加を図っていく必要がある。
　また、汚水管渠の布設並びに処理場設備の更新など
の事業が予定されていることから、施設の統廃合の推
進や汚水処理経費の削減など、事業運営のさらなる効
率化も図っていく。
　さらに、平成29年度に策定し、令和3年度に見直し
を行った経営戦略に対する進捗状況を毎年管理するこ
とで、計画と実態の乖離を把握し、経営健全化に努め
ていく。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

85,213 19.84 4,295.01 【】 令和6年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率：前年度に比べ0.13ポイント減少し
た。これは、人件費及び動力費が前年度よりも増加し
たことが主な要因である。
②累積欠損金比率：平成27年度に使用料改定を実施し
たことにより平成28年度以降、累積欠損金は発生して
いない。
③流動比率：前年度に比べ0.51ポイント減少した。流
動資産・負債ともに前年度より減少しているが、流動
負債の減少が流動資産の減少よりも若干少ないことに
よるものである。
④企業債残高対事業規模比率：農業集落排水の統合や
面整備による接続件数の増加に伴う増収により、前年
度に引き続き28.77ポイント改善した。しかし、依然
として類似団体平均を上回る状況である。これは、公
共下水道事業が整備段階にあり、その財源として企業
債を発行しているためである。今後も企業債の発行状
況を注視していく必要がある。
⑤経費回収率及び⑥汚水処理原価：汚水処理原価が前
年度と比較して0.16ポイント増加しているが、これは
当該費用のうち減価償却費などの資本費が増加したた
めである。また、使用料収入が堅調であることによ
り、経費回収率は昨年度と同様に100％であり、使用
料で賄うべき経費を全て賄えている状況にある。
⑦施設利用率：前年度と比較して7.58ポイント減少し
た。類似団体平均も下回っている状況だが、公共下水
道事業は整備段階であるため、今後の推移を注視して
いく。
⑧水洗化率：前年度と比較して0.5ポイント増加し
た。これは供用開始区域の増加が主な要因である。今
後とも、市で行っている受益者負担金に係る早期接続
による負担金減免などの接続促進事業を積極的に周知
し、水洗化率の向上に取り組む。

資金不足比率(％)

- 69.28 60.69 80.37 3,520

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

140,809

処理区域内人口(人)

138.37 1,017.63 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Bd1 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県　深谷市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.36】 【3.12】 【82.75】 【602.56】

【96.00】【60.13】【140.98】【97.94】

【42.20】 【9.46】 【0.19】



経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県　深谷市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
138.37 1,017.63 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

140,809

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率：前年度に比べ2.45ポイント減少し
た。これは、農業集落排水を公共下水道へ統合したこ
と（以下、農集統合）に伴い使用料収入が減少したた
めである。
②累積欠損金比率：平成30年度以降、累積欠損金は発
生していない。
③流動比率：前年度に比べ11.55ポイント減少した。
これは、農集統合に伴い使用料収入が減少したことか
ら、現金預金が減少したためである。
④企業債残高対事業規模比率：前年度に比べ27.54ポ
イント増加した。これは、農集統合により使用料収入
が減少しているためである。類似団体平均値を上回っ
ている要因としては、処理施設の改修工事の財源とし
て企業債を発行していることや資本費平準化債を発行
していることがあげられる。
⑤経費回収率：前年度に比べ4.0ポイント減少した。
これは、処理施設の数が埼玉県内で最も多く、老朽化
した処理施設の維持管理に費用を要したためである。
⑥汚水処理原価：前年度に比べ7.88ポイント増加し
た。これは、農集統合により汚水処理費は減少してい
るものの、物価高騰によりその効果が相殺されてお
り、汚水処理費の減少よりも年間有収水量の減少が上
回ったためである。
⑦施設利用率：近年は横ばいで推移しており、類似団
体平均値を下回っている。これは、施設を効率的に稼
働できているとはいえない状況であるため、今後も公
共下水道への統合を計画的に進め、施設規模の適正化
を図ることで施設利用率を向上させる必要がある。
⑧水洗化率：前年度に比べ3.08ポイント増加した。使
用料収入確保の観点から100％に近づくことが望まし
いことから、今後も接続促進の取組を継続していく必
要がある。

資金不足比率(％)

- 70.17 12.91 90.30 3,520

自己資本構成比率(％)

18,126 26.19 692.10 【】 令和6年度全国平均

①有形資産減価償却率：前年度に比べ2.45ポイント増
加した。老朽化に伴う更新需要の高まりを受けて年々
比率は増加しているものの、類似団体平均値及び全国
平均は下回っている。これは集落排水処理施設の更新
を計画的に行っているためである。

②管渠老朽化率：法定耐用年数を超えた管渠が存在し
ないため、0.00％となっている。

③管渠改善率：管渠更新工事がなかったため、0%と
なった。今後、法定耐用年数を超えた管渠が出てくる
ので計画的に更新を行う必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　本市の農業集落排水事業は、処理施設の老朽化対策及び使用
料水準の適正化が課題となっている。
　施設の老朽化対策としては、深谷市生活排水処理基本計画及
び深谷市農業集落排水施設最適整備構想に基づき事業を計画的
に実施する必要がある。今後はこれらの実施に必要な財源を確
保するため、公共下水道への接続を促進し、施設運営の効率化
並びに維持管理費用及び設備更新費用の削減を図る必要があ
る。
　使用料水準については、令和3年6月の使用料改定の際に上下
水道料金を一括収納する運用を開始し、使用料収入の増加を
図っている。しかし、収益的収支の基準外繰入金が約900万円
計上されているため、費用の削減等を図りこれを減少させる必
要がある。
　今後は、令和4年3月に改定を行った経営戦略に基づき引き続
き、適正な事業運営に努めていく。また、投資・財政計画につ
いて毎年度進捗管理を行い、計画と実績の乖離が著しい場合に
は、その原因を分析して対策を講じ、経営健全化及び経営基盤
の強化を図っていくこととする。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)
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